










要約:学習障害は、全般的知能の水準が正常範囲にあるにもかかわらず、特異的に読む、

書く、計算をするなどの学業面に著しい困難を示す状態である。その原因として中枢神経

系の機能障害が推定されている。したがって学習障害の診断において神経心理学的テスト

の重要性が考えられ、今後日本において使用可能となる K-ABC の神経心理学的テストとし

ての利用について文献的に検討した。


